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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も 腰 周 部 を 有 す る 下 衣 で あ っ て 、 前 記 腰 周 部 は 第 一 の 孔 お よ び 第 二 の 孔 を 少 な く  
と も 有 す る 下 衣 で あ っ て 、
腰 部 保 護 部 を 備 え る 腰 痛 保 護 帯 を 有 し 、
前 記 腰 部 保 護 部 が 前 記 腰 周 部 の 後 内 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 腰 痛 保 護 帯 の 一 方 の 端 部 が 前 記 第  
一 の 孔 を 通 っ て 前 記 腰 周 部 の 外 側 面 に 配 置 さ れ 、
前 記 腰 痛 保 護 帯 の 他 方 の 端 部 が 前 記 第 二 の 孔 を 通 っ て 前 記 腰 周 部 の 外 側 面 に 配 置 さ れ 、
前 記 腰 痛 保 護 帯 の 一 方 の 端 部 が 前 記 腰 痛 保 護 帯 の 他 方 の 端 部 と 着 脱 自 在 に 係 止 で き る も の  
で あ り 、
前 記 腰 周 部 の 後 内 側 に 、 前 記 腰 部 保 護 部 を 着 脱 自 在 に 固 定 す る 手 段 を 有 し 、
前 記 腰 痛 保 護 帯 は 前 記 下 衣 か ら 取 り 外 し 可 能 で あ る 、 下 衣 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 固 定 す る 手 段 が 、 前 記 腰 部 保 護 部 の 固 定 す る 位 置 を 調 整 す る 手 段 を 有 す る 、 請 求 項 １  
に 記 載 の 下 衣 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 腰 周 部 に 少 な く と も １ つ の ベ ル ト ル ー プ を 有 す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 下 衣 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ベ ル ト ル ー プ の 腰 周 方 向 の 幅 が １ ～ ５ ｃ ｍ で あ り 、 前 記 ベ ル ト ル ー プ の 腰 周 方 向 に 垂  
直 な 方 向 の 幅 が ２ ． ５ ～ ２ ０ ． ５ ｃ ｍ で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 下 衣 。

請求項の数　7　（全15頁）　最終頁に続く
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【 請 求 項 ５ 】
前 記 腰 周 部 に 第 三 の 孔 お よ び 第 四 の 孔 を 有 し 、
前 記 第 三 の 孔 お よ び 前 記 第 四 の 孔 が 、 前 記 第 一 の 孔 お よ び 第 二 の 孔 よ り も 前 記 腰 周 部 の よ  
り 背 部 側 に 配 さ れ て お り 、
前 記 腰 痛 保 護 帯 の 第 一 の 面 が 、 前 記 腰 周 部 の 内 側 面 と 向 か い 合 っ て お り 、
前 記 腰 痛 保 護 帯 が 、 前 記 腰 痛 保 護 帯 の 第 一 の 面 に 向 か っ て 前 記 腰 部 保 護 部 の 左 側 に 配 さ れ  
る 第 一 の ベ ル ト 部 と 、 前 記 腰 痛 保 護 帯 の 第 一 の 面 に 向 か っ て 前 記 腰 部 保 護 部 の 右 側 に 配 さ  
れ る 第 二 の ベ ル ト 部 と 、 前 記 腰 痛 保 護 帯 の 第 一 の 面 に 第 一 の 補 助 ベ ル ト お よ び 第 二 の 補 助  
ベ ル ト と 、 を 有 し 、
前 記 第 一 の ベ ル ト 部 が 第 五 の 係 止 部 を 有 し 、
前 記 第 二 の ベ ル ト 部 が 第 六 の 係 止 部 を 有 し 、
前 記 第 一 の 補 助 ベ ル ト は 、 そ の 第 一 の 端 部 が 前 記 腰 部 保 護 部 に 固 定 さ れ 、 そ の 第 二 の 端 部  
が 前 記 第 三 の 孔 を 通 っ て 前 記 腰 周 部 の 外 側 面 に 配 さ れ て お り 、
前 記 第 二 の 補 助 ベ ル ト は 、 そ の 第 一 の 端 部 が 前 記 腰 部 保 護 部 に 固 定 さ れ 、 そ の 第 二 の 端 部  
が 前 記 第 四 の 孔 を 通 っ て 前 記 腰 周 部 の 外 側 面 に 配 さ れ て お り 、
前 記 第 一 の 補 助 ベ ル ト の 第 二 の 端 部 は 、 前 記 第 五 の 係 止 部 ま た は 前 記 第 六 の 係 止 部 と 着 脱  
自 在 に 係 止 可 能 な 第 七 の 係 止 部 を 有 し 、
前 記 第 二 の 補 助 ベ ル ト の 第 二 の 端 部 は 、 前 記 第 五 の 係 止 部 ま た は 前 記 第 六 の 係 止 部 と 着 脱  
自 在 に 係 止 可 能 な 第 八 の 係 止 部 を 有 す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 下 衣 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 腰 周 部 の 全 部 ま た は 一 部 に ギ ャ ザ ー 部 を 有 す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 下  
衣 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ギ ャ ザ ー 部 の 、 腰 周 方 向 の 幅 が ２ ｃ ｍ 以 上 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 下 衣 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 下 衣 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 職 業 性 疾 病 の う ち 、 腰 痛 は 労 働 者 が 仕 事 の 中 で か か り や す い 病 気 の ひ と つ で あ り 、 さ ま  
ざ ま な 職 種 に 広 が り 発 生 し て い る 。 腰 痛 発 生 の リ ス ク が 高 い 職 業 と し て 、 重 量 物 運 搬 や 長  
距 離 ド ラ イ ブ に 従 事 す る 運 送 業 、 入 院 患 者 の 介 助 や 救 急 患 者 の 対 応 が 必 要 な 医 療 従 事 者 が  
あ げ ら れ る 。 最 近 で は 、 高 齢 者 介 護 な ど の 社 会 福 祉 施 設 で 腰 痛 の 発 生 件 数 が 大 幅 に 増 加 し  
て い る 。 ま た 近 年 、 職 場 に も 家 庭 に も パ ソ コ ン が 行 き 渡 っ て お り 、 画 面 を 注 視 し な が ら 長  
時 間 マ ウ ス や キ ー ボ ー ド 操 作 す る 作 業 も 、 腰 痛 の 発 生 の 新 た な 要 因 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ う し た 腰 痛 は 年 齢 が 上 が る に つ れ 増 加 す る 傾 向 に あ る 。 し か し 、 特 に 初 期 の う ち に 対  
策 を と る 人 は 少 な く 症 状 が 進 む ま で 何 も し な い と い う 人 が 少 な く な い 。 日 本 は 少 子 高 齢 化  
が 進 み 、 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 と い う 問 題 に 直 面 し て い る の で 、 社 会 を 支 え る と い う 側 面 で  
は 、 ６ ５ 歳 以 上 の 働 く シ ニ ア や 働 く 女 性 が 増 加 し て い る 。 こ う し た 中 、 貴 重 な 労 働 者 の 健  
康 維 持 お よ び 健 康 増 進 は こ れ ま で 以 上 に 重 要 性 を 増 し て お り 、 職 業 衣 に お い て も 、 従 来 か  
ら の 安 全 性 、 動 き 易 さ 、 お よ び 識 別 性 と い う 機 能 に 加 え 、 労 働 者 の 健 康 を よ り 積 極 的 に 保  
つ と い う 視 点 が 重 要 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 、 腰 痛 の 予 防 に は 、 腰 部 保 護 帯 等 に よ っ て 腰 部 の 周 り 、 特 に 骨 盤 上 部 を 含 む 位 置 で  
締 め 付 け 、 腹 圧 を 上 げ る の が 有 効 と さ れ て き た 。 こ れ は 腹 腔 が ラ グ ビ ー ボ ー ル の よ う に 柱  
と な っ て 腰 の 負 担 を 軽 減 す る た め で あ る 。 し か し 、 こ う し た 腰 部 保 護 帯 は 、 衣 服 を 脱 い で  
か ら 体 に 付 け な く て は な ら な い の で 、 装 着 が 面 倒 で あ り 、 且 つ 腰 部 保 護 帯 を 体 に 付 け た 後  
で 腰 部 の 締 め 具 合 を 調 節 す る と き に も 、 衣 服 を 脱 ぐ か 緩 め る か し て か ら 締 め 具 合 を 調 節 し  
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な く て は な ら な い た め 、 こ の 作 業 が 面 倒 で あ る と い う 課 題 が あ っ た 。 ま た 、 腰 部 保 護 帯 で  
締 め る 位 置 と し て は 効 果 的 な 位 置 が あ る と さ れ 、 骨 盤 上 部 を 含 む 位 置 を 腰 部 保 護 帯 で 締 め  
る こ と が 推 奨 さ れ て い る 。 し か し 、 腰 部 保 護 帯 の 着 用 時 は 適 切 な 位 置 で 締 め て い て も 、 さ  
ま ざ ま な 動 作 を し て い る な か で 、 腰 部 保 護 帯 が 、 ず り あ が っ て く る と い う 問 題 が あ っ た 。  
こ の 問 題 は 特 に 、 ウ ェ ス ト と ヒ ッ プ の 差 が 大 き い 女 性 で 顕 著 で あ っ た 。 そ こ で 、 例 え ば 、  
特 許 文 献 １ に は 、 腰 部 保 護 具 付 き ス ポ ー ツ 用 衣 料 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 腰 部 保 護 具 付 き  
ス ポ ー ツ 用 衣 料 は 、 衣 服 本 体 に 腰 を 保 護 す る た め の 保 護 具 が 包 着 さ れ 人 体 の 腰 部 の 周 り を  
締 め 付 け る こ と で 、 腰 部 負 担 の 軽 減 と そ の 締 め 具 合 を 容 易 に 調 整 す る こ と が で き 、 ま た 、  
腰 部 保 護 具 が 衣 服 本 体 に 包 着 さ れ 一 体 と な っ て い る た め 腰 部 保 護 具 が ず り 上 が る の を 抑 制  
で き る も の で あ っ た 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 開 平 １ ０ － ４ ６ ４ ０ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 腰 部 保 護 具 付 き ス ポ ー ツ 用 衣 料 で は 、 衣 服 本 体 に 腰 部 保 護  
具 が 直 接 、 包 着 さ れ て い る の で 、 腰 部 保 護 具 が 人 体 に 当 た る 位 置 が 一 義 的 に 決 ま っ て し ま  
う 。 そ の た め 、 人 に よ っ て 異 な る 腰 幅 や 骨 盤 に 合 わ せ て 、 最 適 な 腰 の 位 置 で 締 め る の が 困  
難 で あ る 。 ま た 、 腰 部 保 護 具 付 き ス ポ ー ツ 用 衣 料 は 、 腰 部 保 護 具 が 硬 質 の 金 属 素 材 あ る い  
は 合 成 樹 脂 素 材 な ど か ら な り 、 衣 服 本 体 が 柔 軟 な 繊 維 素 材 か ら な る 。 す な わ ち 、 腰 部 保 護  
具 付 き ス ポ ー ツ 用 衣 料 は 硬 度 の 異 な る 複 数 の 素 材 の 組 み 合 わ せ で あ る の で 、 洗 濯 を 繰 り 返  
す う ち に 衣 服 本 体 の 腰 部 保 護 具 の 周 辺 の 布 地 が 劣 化 す る 。 ま た 、 そ の ス ポ ー ツ 用 衣 料 の 乾  
燥 に タ ン ブ ラ ー 乾 燥 機 を 使 用 す る と 腰 部 保 護 具 が 変 形 し て し ま い 、 結 果 と し て 、 衣 服 本 体  
の 寿 命 を 縮 め て し ま う 。 そ こ で 、 洗 濯 に 伴 う 布 地 の 劣 化 や 、 腰 部 保 護 具 の 変 形 を 防 ぐ た め  
に 、 腰 部 保 護 具 付 き ス ポ ー ツ 用 衣 料 の 洗 濯 を 手 洗 い で 行 う と 、 洗 濯 に 手 間 が か か り 実 用 性  
に 欠 け る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 人 に よ っ て 異 な る 腰 部 締 め 位 置 の 調 整 の 容 易 性 、 洗 濯 等 の メ ン テ ナ  
ン ス に お い て も 手 間 が か ら な い 実 用 性 と 、 簡 単 に 腰 部 を 締 め た り 緩 め た り で き る 腹 圧 の 調  
整 の 容 易 性 を 備 え る 下 衣 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 下 衣 は 、 少 な く と も 腰 周 部 を 有 し 、 前 記 腰 周 部 は  
第 一 の 孔 お よ び 第 二 の 孔 を 少 な く と も 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の 下 衣 は 、 さ ら に 腰 部 保 護 部 を 備 え る 腰 痛 保 護 帯 を 有 し 、
前 記 腰 部 保 護 部 が 前 記 腰 周 部 の 後 内 側 に 配 置 さ れ 、
前 記 腰 痛 保 護 帯 の 一 方 の 端 部 が 前 記 第 一 の 孔 を 通 っ て 前 記 腰 周 部 の 外 側 面 に 配 置 さ れ 、
前 記 腰 痛 保 護 帯 の 他 方 の 端 部 が 前 記 第 二 の 孔 を 通 っ て 前 記 腰 周 部 の 外 側 面 に 配 置 さ れ 、
前 記 腰 痛 保 護 帯 の 一 方 の 端 部 が 前 記 腰 痛 保 護 帯 の 他 方 の 端 部 と 着 脱 自 在 に 係 止 で き る も の  
で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 下 衣 は 、 前 記 腰 周 部 の 後 内 側 に 、 前 記 腰 部 保 護 部 を 着 脱 自 在 に 固 定 す る  
手 段 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 下 衣 は 、 前 記 固 定 す る 手 段 が 、 前 記 腰 部 保 護 部 の 固 定 す る 位 置 を 調 整 す  
る 手 段 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 ま た 、 本 発 明 の 下 衣 は 、 前 記 腰 周 部 に 少 な く と も １ つ の ベ ル ト ル ー プ を 有 す る こ と が 好  
ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 下 衣 は 、 前 記 ベ ル ト ル ー プ の 腰 周 方 向 の 幅 が １ ～ ５ c m で あ り 、 前 記 ベ ル  
ト ル ー プ の 腰 周 方 向 に 垂 直 な 方 向 の 幅 が ２ ． ５ ～ ２ ０ ． ５ ｃ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 下 衣 は 、 前 記 腰 周 部 に 第 三 の 孔 お よ び 第 四 の 孔 を 有 し 、 前 記 第 三 の 孔 お  
よ び 前 記 第 四 の 孔 が 、 前 記 第 一 の 孔 お よ び 第 二 に 孔 よ り も 前 記 腰 周 部 の よ り 背 部 側 に 配 さ  
れ て い る も の で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た ， 本 発 明 の 下 衣 は 、 前 記 腰 痛 保 護 帯 の 第 一 の 面 が 、 前 記 腰 周 部 の 内 側 面 と 向 か い 合  
っ て お り 、
前 記 腰 痛 保 護 帯 が 、 前 記 腰 痛 保 護 帯 の 第 一 の 面 に 向 か っ て 前 記 腰 部 保 護 部 の 左 側 に 配 さ れ  
た 第 一 の ベ ル ト 部 と 、 前 記 腰 痛 保 護 帯 の 第 一 の 面 に 向 か っ て 前 記 腰 部 保 護 部 の 右 側 に 配 さ  
れ た 第 二 の ベ ル ト 部 と 、 前 記 腰 痛 保 護 帯 の 第 一 の 面 に 第 一 の 補 助 ベ ル ト お よ び 第 二 の 補 助  
ベ ル ト と 、 を 有 し 、
前 記 第 一 の ベ ル ト 部 が 第 五 の 係 止 部 を 有 し 、
前 記 第 二 の ベ ル ト 部 が 第 六 の 係 止 部 を 有 し 、
前 記 第 一 の 補 助 ベ ル ト は 、 そ の 第 一 の 端 部 が 前 記 腰 部 保 護 部 に 固 定 さ れ 、 そ の 第 二 の 端 部  
が 前 記 第 三 の 孔 を 通 っ て 前 記 腰 周 部 の 外 側 面 に 配 さ れ て お り 、
前 記 第 二 の 補 助 ベ ル ト は 、 そ の 第 一 の 端 部 が 前 記 腰 部 保 護 部 に 固 定 さ れ 、 そ の 第 二 の 端 部  
が 前 記 第 四 の 孔 を 通 っ て 前 記 腰 周 部 の 外 側 面 に 配 さ れ て お り 、
前 記 第 一 の 補 助 ベ ル ト の 第 二 の 端 部 は 、 前 記 第 五 の 係 止 部 ま た は 前 記 第 六 の 係 止 部 と 着 脱  
自 在 に 係 止 可 能 な 第 七 の 係 止 部 を 有 し 、
前 記 第 二 の 補 助 ベ ル ト の 第 二 の 端 部 は 、 前 記 第 五 の 係 止 部 ま た は 前 記 第 六 の 係 止 部 と 着 脱  
自 在 に 係 止 可 能 な 第 八 の 係 止 部 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 下 衣 は 、 前 記 腰 周 部 の 全 部 ま た は 一 部 に ギ ャ ザ ー 部 を 有 す る こ と が 好 ま  
し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 下 衣 は 、 前 記 ギ ャ ザ ー 部 の 、 腰 周 方 向 の 幅 が ２ ｃ ｍ 以 上 で あ る こ と が 好  
ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 人 に よ っ て 異 な る 腰 部 締 め 位 置 の 調 整 の 容 易 性 、 洗 濯 等 の メ ン テ ナ ン ス に お  
い て も 手 間 が か ら な い 実 用 性 と 、 簡 単 に 腰 部 を 締 め た り 緩 め た り で き る 腹 圧 の 調 整 の 容 易  
性 を 備 え る 下 衣 を 提 供 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 下 衣 の 一 実 施 形 態 を 、 腰 周 部 付 近 部 分 が 正 面 と な る よ う に し て  
見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の 下 衣 の 腰 周 部 付 近 部 分 を 第 一 の 側 部 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 腰 痛 保 護 帯 の 一 実 施 形 態 を 、 腰 周 部 側 に 配 さ れ る 面 か ら 見 た 正 面 図 で あ  
る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ３ に 示 す 腰 痛 保 護 帯 を 、 着 用 者 側 に 配 さ れ る 面 か ら 見 た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 腰 部 保 護 部 を 腰 周 部 の 着 用 者 の 身 長 方 向 の 高 い 位 置 に 固 定 し た 下 衣 の 一  
実 施 形 態 を 、 腰 周 部 付 近 部 分 が 正 面 と な る よ う に し て 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 腰 部 保 護 部 を 腰 周 部 の 着 用 者 の 身 長 方 向 の 低 い 位 置 に 固 定 し た 下 衣 の 一  
実 施 形 態 を 、 腰 周 部 付 近 部 分 が 正 面 と な る よ う に し て 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ６ に 示 す 下 衣 の 腰 周 部 の 周 辺 部 を 第 一 の 側 部 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ８ 】 図 ８ は 、 本 発 明 の 下 衣 の 別 の 実 施 形 態 を 、 腰 周 部 付 近 部 分 が 正 面 と な る よ う に し  
て 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 図 ８ に 示 す 下 衣 の 腰 周 部 の 周 辺 部 を 第 一 の 側 部 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 補 助 ベ ル ト を 有 す る 腰 痛 保 護 帯 の 一 実 施 形 態 を 、 そ の 腰 痛 保 護 帯 を  
下 衣 に 装 着 し た 時 に 腰 周 部 の 内 側 面 と 向 か い 合 う 面 か ら 見 た 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 図 １ ０ に 示 す 腰 痛 保 護 帯 を 、 そ の 腰 痛 保 護 帯 を 下 衣 に 装 着 し た 時 に  
着 用 者 側 に 配 さ れ る 面 か ら 見 た 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 図 ８ に 示 す 下 衣 に 図 １ ０ に 示 す 腰 痛 保 護 帯 を 装 着 し た も の の 腰 周 部  
の 周 辺 部 分 を 第 一 の 側 部 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 下 衣 の 別 の 実 施 形 態 の 腰 周 部 付 近 部 分 を 第 一 の 側 部 か ら 見  
た 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 図 １ ３ に 示 す 下 衣 に 図 １ ０ に 示 す 腰 痛 保 護 帯 を 装 着 し た も の の 腰 周  
部 の 周 辺 部 分 を 第 一 の 側 部 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 下 衣 の 別 の 実 施 形 態 を 、 腰 周 部 付 近 部 分 が 正 面 と な る よ う  
に し て 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 下 衣 に お い て は 、 少 な く と も 腰 周 部 を 有 し て お り 、 前 記 腰 周 部 は 第 一 の 孔 お よ  
び 第 二 の 孔 を 少 な く と も 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 腰 周 部 と は 、 着 用 者 の 脊 柱 の 下 部 か ら 骨 盤 ま で の い わ ゆ る 腰 周 り に 位 置 す る 下  
衣 の 衣 服 部 分 で あ る 。 す な わ ち 、 着 用 者 の 右 側 腹 か ら 腹 、 左 側 腹 、 腰 と い う よ う に 腰 部 周  
囲 に そ っ て 接 す る 下 衣 の 衣 服 部 分 全 体 で あ る 。 ま た 、 腰 周 部 に は 、 ベ ル ト 通 し 、 脇 ポ ケ ッ  
ト 、 後 ろ ポ ケ ッ ト 、 お よ び 前 後 フ ァ ス ナ ー を 含 む ウ ェ ス ト 部 分 な ど が 含 ま れ る 。 さ ら に 、  
ズ ボ ン で は 上 記 の も の に 加 え 股 上 部 分 な ど が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 下 衣 と は 、 下 半 身 に 着 る 衣 服 全 般 を 指 し 、 例 え ば 、 ス カ ー ト 、 ま た は ス ラ ッ ク ス  
、 ジ ー ン ズ 、 チ ノ パ ン ツ も し く は カ ー ゴ パ ン ツ な ど の ズ ボ ン が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 こ こ で 、 孔 と は 、 衣 服 の 着 用 者 の 身 体 側 面 と そ の 裏 側 で あ る 外 側 面 を 貫 通 す る 孔  
を 指 し 、 特 に そ の 形 に 制 約 は な い が 、 後 に 述 べ る よ う に 、 そ の 孔 を 介 し て 、 腰 周 部 の 内 側  
か ら 外 側 に ベ ル ト を 出 す 場 合 に は 、 ベ ル ト の 引 き 出 し 操 作 を ス ム ー ス に 行 う た め に 縦 ス リ  
ッ ト 状 の 切 り 込 み で あ る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 下 衣 の 一 実 施 形 態 を 、 腰 周 部 付 近 部 分 が 正 面 と な る よ う に し て 見 た 斜  
視 図 で あ る 。 下 衣 の 腰 周 部 付 近 部 分 １ は 、 腰 周 部 ２ を 備 え 、 こ の 腰 周 部 ２ は 、 第 一 の 側 部  
に 第 一 の 孔 ３ を 有 し 、 第 二 の 側 部 に 第 二 の 孔 ４ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 図 ２ は 、 図 １ の 下 衣 の 腰 周 部 付 近 部 分 を 第 一 の 側 部 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ う し た 構 成 と す る こ と で 、 市 販 さ れ て い る 一 般 的 な 腰 痛 保 護 帯 等 を 後 述 す る 図 ６ の よ  
う に 配 置 し 、 着 用 者 の 腰 部 へ の 着 圧 を 調 整 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 腰 痛 保  
護 帯 等 の 腰 部 保 護 部 は 腰 周 部 の 着 用 者 側 の 面 に 配 置 さ れ る が 、 包 着 さ れ る な ど し て 直 接 に  
は 固 定 さ れ て い な い た め 着 用 者 は 各 個 人 に と っ て 最 適 な 部 位 に 最 適 な 着 圧 を 与 え る よ う に  
腰 部 締 め 位 置 を 容 易 に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 下 衣 に 装 着 さ れ た 腰 痛 保 護 帯 の ２ つ の 端 部 は 、 第 一 の 孔 お よ び 第 二 の 孔  
を 通 っ て 腰 周 部 の 着 用 者 側 の 面 の 裏 側 の 外 側 面 （ 以 下 、 外 側 面 と す る ） に て 互 い に 着 脱 自  
在 に 係 止 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 着 用 者 は 自 身 の 腰 部 へ の 着 圧 を 調 整 す る 際 に 下 衣 を 脱 衣 等  
す る 必 要 が 無 く 、 腹 圧 の 調 整 の 容 易 性 に 優 れ た 下 衣 と な る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 腰 痛 保 護 帯 等 は 包 着 な ど に よ り 直 接 に は 下 衣 に 固 定 さ れ て い な い の で 、 下 衣 を  
洗 濯 す る 際 に は 、 下 衣 か ら 腰 痛 保 護 帯 等 を 取 り 外 す こ と が で き る 。 そ の た め 、 洗 濯 を 洗 濯  
機 等 で 行 う 場 合 で も 、 下 衣 と 腰 痛 保 護 帯 等 を 分 け て 洗 濯 で き る の で 、 下 衣 へ の 損 傷 を 抑 制  
す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 本 発 明 の 下 衣 は 洗 濯 等 の メ ン テ ナ ン ス に お い て 手 間 の か か ら  
な い 実 用 性 に 優 れ た も の と な る 。 ま た 、 腰 痛 保 護 帯 等 と 下 衣 は 別 個 の パ ー ツ で あ る の で 、  
汚 れ や す い が 洗 濯 に 対 す る 高 い 耐 久 性 を 有 す る 下 衣 は 頻 繁 に 洗 濯 を す る こ と が で き 、 下 衣  
と 比 べ て 洗 濯 に 対 す る 耐 久 性 は 高 く な い が 汚 れ に く い 腰 痛 保 護 帯 等 は 頻 繁 に 洗 濯 を せ ず に  
す む 。 さ ら に は 、 下 衣 お よ び 腰 痛 保 護 帯 等 の そ れ ぞ れ に 適 し た 洗 濯 の 手 段 を 採 る こ と が で  
き る た め 、 腰 部 保 護 機 能 を 有 す る 下 衣 と し て セ ッ ト で み た と き に は 、 そ の 耐 久 性 は 極 め て  
優 れ た も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 着 用 の 期 間 が 長 く な る に つ れ 、 下 衣 の 擦 れ 、 ま た は 、 下 衣 の 破 れ が 発 生 し 易 く な  
っ た り 、 あ る い は 腰 痛 保 護 帯 の ベ ル ト 部 の ゴ ム の 緩 み が 発 生 し 易 く な る 。 す な わ ち 、 こ れ  
ら の よ う に い ず れ か の パ ー ツ に 不 具 合 が 生 じ る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 で も 、 そ の 不  
具 合 が 生 じ た パ ー ツ だ け を 新 し い も の に 取 り 替 え れ ば よ い の で 、 本 発 明 の 下 衣 は 経 済 的 で  
メ ン テ ナ ン ス の 手 間 も か か ら な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 下 衣 の 腰 周 部 ２ は 、 そ の 着 用 者 側 の 面 に 第 一 の 係 止 部 ５ を 有 し て い る 。 こ う し た  
構 成 と す る こ と で 、 第 一 の 係 止 部 ５ と 、 後 述 す る 図 ３ に 示 す 腰 痛 保 護 帯 の 腰 部 保 護 部 が 有  
す る 第 二 の 係 止 部 と が 着 脱 自 在 に 係 止 さ れ 、 腰 部 保 護 部 が 下 衣 の 腰 周 部 に 固 定 さ れ る 。 よ  
っ て 、 着 用 者 が さ ま ざ ま な 動 作 を し て い る な か で 腰 部 保 護 部 が ず り あ が っ て く る の を 抑 制  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 下 衣 の 腰 周 部 ２ は 少 な く と も １ つ の ベ ル ト ル ー プ を 有 す る の が 好 ま し い 。 ベ ル ト  
ル ー プ は 、 腰 部 保 護 部 の 固 定 す る 位 置 を 調 整 す る 手 段 と し て 、 身 体 と 接 す る 腰 周 部 の 内 側  
に 設 け て も 、 腰 周 部 の 外 側 に 設 け て も よ く 、 特 に 腰 周 部 の 外 側 に 設 け る の が 好 ま し い 。 ベ  
ル ト ル ー プ に 腰 痛 保 護 帯 の ベ ル ト 部 を 通 し て 身 体 側 に 固 定 す る こ と に よ り 、 例 え ば 上 記 の  
ベ ル ト 部 が ド ア ノ ブ 等 の 突 起 物 に 引 っ か か っ て 、 着 用 者 が 転 倒 す る と い っ た 事 故 を さ け る  
こ と が で き る 。 ベ ル ト ル ー プ は 、 特 に 下 衣 を 作 業 着 と し て 使 用 す る 場 合 に は 、 安 全 性 と 着  
用 者 の 腰 痛 の 軽 減 を 両 立 さ せ る た め に 重 要 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 ベ ル ト ル ー プ の 腰 周 方 向 の 幅 は １ ～ ５ ｃ ｍ で あ る こ と が 好 ま し く 、 ベ ル ト ル ー  
プ の 腰 周 方 向 に 垂 直 な 方 向 の 幅 は ２ ． ５ ～ ２ ０ ． ５ ｃ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。 ベ ル ト ル  
ー プ の 腰 周 方 向 の 幅 を １ ｃ ｍ 以 上 と す る こ と で 、 ベ ル ト ル ー プ に 与 え ら れ る 衝 撃 に よ り ベ  
ル ト ル ー プ が 下 衣 か ら 取 れ る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ベ ル ト ル ー プ の 腰 周 方 向 の 幅 を  
５ ｃ ｍ 以 下 と す る こ と で 、 腰 周 部 の 柔 軟 性 を よ り 優 れ た も の と す る こ と が で き 、 作 業 性 に  
よ り 優 れ た 下 衣 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 ベ ル ト ル ー プ の 腰 周 方 向 に 垂 直 な 方 向 の 幅 を  
２ ． ５ ｃ ｍ 以 上 と す る こ と で 、 ベ ル ト ル ー プ に ベ ル ト 部 を 通 す の が よ り 容 易 と な る 。 ベ ル  
ト ル ー プ の 腰 周 方 向 に 垂 直 な 方 向 の 幅 を ２ ０ ． ５ ｃ ｍ 以 下 と す る こ と で 、 腰 周 部 の 柔 軟 性  
を よ り 優 れ た も の と す る こ と が で き 、 作 業 性 に よ り 優 れ た 下 衣 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 腰 痛 保 護 帯 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 腰 痛 保 護 帯 の 一 実 施 形 態 を 、 腰 周 部 側 に  
配 さ れ る 面 か ら 見 た 正 面 図 で あ る 。 腰 痛 保 護 帯 ７ は 、 腰 部 保 護 部 ８ 、 こ の 腰 部 保 護 部 ８ の  
左 右 に 配 さ れ た ベ ル ト 部 ９ 、 腰 痛 保 護 帯 の 一 方 の 端 部 に 配 さ れ た 第 三 の 係 止 部 １ ０ 、 腰 部  
保 護 部 ８ に 配 さ れ た 第 二 の 係 止 部 １ １ 、 お よ び 腰 部 保 護 部 ８ に 配 さ れ た ボ ー ン １ ２ を 有 す  
る 。 ま た 、 図 ４ は 、 図 ３ に 示 す 腰 痛 保 護 帯 を 、 着 用 者 側 に 配 さ れ る 面 か ら 見 た 正 面 図 で あ  
る 。 腰 痛 保 護 帯 ７ は 、 腰 部 保 護 部 ８ 、 こ の 腰 部 保 護 部 ８ の 左 右 に 配 さ れ た ベ ル ト 部 ９ 、 第  
三 の 係 止 部 １ ０ が 配 さ れ た 側 の 端 部 と は 反 対 側 の 端 部 に 配 さ れ た 第 四 の 係 止 部 １ ３ 、 お よ  
び 腰 部 保 護 部 ８ に 配 さ れ た ボ ー ン を 有 す る 。



10

20

30

40

50

JP 7158823 B2 2022.10.24(7)

【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 腰 部 保 護 部 と は 、 広 幅 の 帯 で あ り 、 ベ ル ト 部 と 同 じ 素 材 を 用 い た も の で あ っ て  
も 、 異 な る 素 材 を 用 い た も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 腰 部 保 護 部 の 着 用 者 の 身 長 方 向 の 幅  
で あ る 背 幅 は ５ ～ ２ ０ ｃ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。 背 幅 を ５ ｃ ｍ 以 上 と す る こ と で 、 着 用  
者 の 腰 部 の 締 め 付 け 圧 が 狭 幅 部 分 に 集 中 し 、 圧 力 が 相 対 的 に 高 く な り 血 管 等 を 過 度 に 圧 迫  
す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き 、 ま た 、 腰 部 保 護 部 の 配 置 の 際 の 位 置 決 め に お い て 、 腰 部  
保 護 部 が 骨 盤 の 上 部 が か か る よ う に す る た め の 負 担 を 軽 減 で き る 。 背 幅 を ２ ０ ｃ ｍ 以 下 と  
す る こ と で 、 長 時 間 の 着 用 時 の 暑 苦 し さ を よ り 軽 減 す る こ と が で き る 。 こ う し た 点 を 踏 ま  
え て 、 可 動 制 限 を 最 小 限 に 抑 え つ つ 、 長 時 間 の 着 用 や 作 業 性 を 確 保 す る た め に 、 腰 部 保 護  
部 の 背 幅 を 前 記 範 囲 と す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 上 記 の 観 点 か ら 、 背 幅 の 下 限 が ８ ｃ ｍ 以  
上 で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 背 幅 の 上 限 が １ ５ ｃ ｍ 以 下 で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 腰 部 保 護 部 は 、 脊 柱 の 位 置 を 安 定 さ せ る た め ボ ー ン を 備 え る こ と が 好 ま し い 。 こ  
こ で 、 ボ ー ン の 素 材 は 金 属 お よ び 樹 脂 な ど の い ず れ で あ っ て も よ く 、 そ の 形 状 も ス パ イ ラ  
ル 状 お よ び 短 冊 状 ボ ー ン な ど の い ず れ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 腰 部 保 護 部 は 、 腰 部 保 護 部 の 適 切 な 位 置 を 保 持 す る た め に 、 腰 部 保 護 部 の 着 用 者  
側 の 面 に 滑 り 止 め テ ー プ を 備 え る こ と が さ ら に 好 ま し い 。 こ こ で 、 滑 り 止 め テ ー プ と は 、  
例 え ば 滑 り 止 め 効 果 を 有 す る 糸 状 弾 性 体 が テ ー プ の 長 手 方 向 に 配 向 し 突 出 す る よ う に 付 設  
さ れ た も の が 例 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 下 衣 は 、 腰 周 部 の 後 内 側 に 、 腰 部 保 護 部 を 着 脱 自 在 に 固 定 す る 手 段 を 有  
す る こ と が 好 ま し い 。 こ こ で 、 腰 部 保 護 部 を 着 脱 自 在 に 固 定 す る 手 段 と は 、 下 衣 の 腰 周 部  
の 後 内 側 に 配 さ れ る 第 一 の 係 止 部 な ど が 挙 げ ら れ る 。 第 一 の 係 止 部 が 、 腰 部 保 護 部 が 有 す  
る 第 二 の 係 止 部 と 着 脱 自 在 に 係 止 さ れ 、 腰 部 保 護 部 が 下 衣 の 腰 周 部 に 固 定 さ れ る こ と で 、  
着 用 者 の さ ま ざ ま な 動 作 に よ り 腰 部 保 護 部 が ず り あ が っ て く る こ と が 抑 制 さ れ る 。 こ こ で  
、 第 一 の 係 止 部 お よ び 第 二 の 係 止 部 と し て は 、 一 対 の 面 フ ァ ス ナ ー 、 一 対 の ス ナ ッ プ ボ タ  
ン な ど の 一 対 の ボ タ ン 類 、 一 対 の フ ッ ク 類 ま た は 腰 部 保 護 部 を 通 し て そ れ を 下 衣 の 腰 周 部  
に 着 脱 自 在 に 固 定 す る た め の ル ー プ な ど を 例 示 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の 手 段 は 単 独 で  
用 い る こ と も で き る し 、 こ れ ら の 手 段 か ら 複 数 の 手 段 を 選 出 し 組 み 合 わ せ て 用 い る こ と も  
で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 、 上 記 の 固 定 す る 手 段 が 、 腰 部 保 護 部 を 固 定 す る 位 置 を 調 整 す る 手 段 を 有 す る の  
が 好 ま し い 。 こ こ で 、 図 ５ は 、 腰 部 保 護 部 を 腰 周 部 の 着 用 者 の 身 長 方 向 の 高 い 位 置 に 固 定  
し た 下 衣 の 一 実 施 形 態 を 、 腰 周 部 付 近 部 分 が 正 面 と な る よ う に し て 見 た 斜 視 図 で あ る 。 こ  
の 下 衣 で は 、 腰 部 保 護 部 １ ４ が 腰 周 部 の 着 用 者 の 身 長 方 向 の 高 い 位 置 に 固 定 さ れ て い る 。  
ま た 、 図 ６ は 、 腰 部 保 護 部 を 腰 周 部 の 着 用 者 の 身 長 方 向 の 低 い 位 置 に 固 定 し た 下 衣 の 一 実  
施 形 態 を 、 腰 周 部 付 近 部 分 が 正 面 と な る よ う に し て 見 た 斜 視 図 で あ る 。 こ の 下 衣 で は 、 腰  
部 保 護 部 １ ４ が 腰 周 部 の 着 用 者 の 身 長 方 向 の 低 い 位 置 に 固 定 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ れ  
ら の 下 衣 で は 、 腰 痛 保 護 帯 の 腰 部 保 護 部 を 着 用 者 の 伸 長 方 向 の 上 下 方 向 の 所 望 の 位 置 に 固  
定 す る よ う 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 上 記 の 固 定 手 段 と し て ル ー プ 、 ボ タ ン 類 ま た は フ ッ ク 類 （ 以 下 、 ル ー プ 等 と す る  
） を 採 用 し た 場 合 、 腰 部 保 護 部 を 固 定 す る 位 置 を 調 整 す る 手 段 は 、 以 下 の も の が 例 示 で き  
る 。 例 え ば 、 第 一 の 係 止 部 に 一 つ の ボ タ ン が 配 さ れ 、 第 二 の 係 止 部 に 複 数 の ボ タ ン 穴 が 配  
さ れ て お り 、 複 数 の ボ タ ン 穴 は 着 用 者 の 身 長 方 向 に 並 ん で 配 さ れ て い る 態 様 が 挙 げ ら れ る  
。 こ の 形 態 に お い て は 、 腰 部 保 護 部 を 所 望 の 位 置 で 固 定 す る た め に 、 着 用 者 は 、 一 つ の ボ  
タ ン を 通 す ボ タ ン 穴 を 、 複 数 あ る ボ タ ン 穴 の 中 か ら 一 つ 選 ぶ 。 ま た 、 こ の 調 整 す る 手 段 は  
こ の よ う な 態 様 に 限 定 さ れ な い 。 ボ タ ン が 複 数 あ り 、 ボ タ ン 穴 が 一 つ の 態 様 で あ っ て も 良  
い し 、 ボ タ ン と ボ タ ン 穴 と が 、 と も に 複 数 あ る 態 様 で あ っ て も 良 い し 、 ま た 、 第 一 の 係 止  
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部 に ボ タ ン 穴 が 配 さ れ 、 第 二 の 係 止 部 に ボ タ ン が 配 さ れ た 態 様 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 上 記 の 固 定 手 段 と し て 面 フ ァ ス ナ ー を 採 用 し た 場 合 、 腰 部 保 護 部 を 固 定 す る 位 置  
を 調 整 す る 手 段 は 、 以 下 の も の が 例 示 で き る 。 例 え ば 、 第 一 の 係 止 部 に 一 対 の 面 フ ァ ス ナ  
ー の 一 方 が 配 さ れ 、 第 二 の 係 止 部 に 一 対 の 面 フ ァ ス ナ ー の 他 方 が 配 さ れ て お り 、 第 一 の 係  
止 部 例 の 面 フ ァ ス ナ ー の 幅 が 着 用 者 の 身 長 方 向 に 短 く 、 第 二 の 係 止 部 例 の 面 フ ァ ス ナ ー の  
幅 が 着 用 者 の 身 長 方 向 に 長 い 態 様 が 挙 げ ら れ る 。 こ の 形 態 に お い て は 、 腰 部 保 護 部 を 所 望  
の 位 置 で 固 定 す る た め に 、 着 用 者 は 、 第 一 の 係 止 部 例 の 面 フ ァ ス ナ ー を 、 第 二 の 係 止 部 例  
の 面 フ ァ ス ナ ー の 着 用 者 の 身 長 方 向 に お け る 任 意 の 位 置 に 固 定 す る 。 ま た 、 こ の 調 整 す る  
手 段 は こ の よ う な 態 様 に 限 定 さ れ な い 。 第 一 の 係 止 部 例 の 面 フ ァ ス ナ ー の 幅 が 身 長 方 向 に  
長 く 、 第 二 の 係 止 部 例 の 面 フ ァ ス ナ ー の 幅 が 身 長 方 向 に 短 い 態 様 で あ っ て も 良 い し 、 第 一  
の 係 止 部 例 と 第 二 の 係 止 部 例 の 面 フ ァ ス ナ ー の 両 方 の 幅 が 、 と も に 身 長 方 向 に 長 い 態 様 で  
あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 腰 部 保 護 部 を 配 置 し 固 定 す る 位 置 を 調 整 す る 手 段 の な か で も 、 腰 部 保 護 部 の 配 置 の 位 置  
を 微 調 整 し 固 定 す る こ と が で き る 観 点 か ら 面 フ ァ ス ナ ー を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 図 ７ は 、 図 ６ に 示 す 下 衣 の 腰 周 部 の 周 辺 部 を 第 一 の 側 部 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。  
下 衣 の 腰 周 部 の 周 辺 部 の 第 一 の 側 部 で は 、 腰 痛 保 護 帯 の ベ ル ト 部 １ ５ が 第 一 の 孔 を 通 っ て  
、 そ の 一 部 が 下 衣 の 外 側 面 に 出 て お り 、 下 衣 の 腰 周 部 の 前 方 面 に て 腰 痛 保 護 帯 の 一 方 の 端  
部 が 腰 痛 保 護 帯 の 他 方 の 端 部 と 係 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 下 衣 の 別 の 実 施 形 態 を 、 腰 周 部 付 近 部 分 が 正 面 と な る よ う に し て 見 た  
斜 視 図 で あ る 。 こ の 下 衣 は 、 後 述 す る ２ つ の 補 助 ベ ル ト を 有 す る 腰 痛 保 護 帯 を 装 着 す る の  
に 適 し て お り 、 第 一 の 孔 ３ お よ び 第 二 の 孔 ４ に 加 え て 、 第 一 の 孔 ３ お よ び 第 二 の 孔 ４ か ら  
見 て 腰 周 部 の よ り 背 部 側 に 第 三 の 孔 １ ６ お よ び 第 四 の 孔 １ ７ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ９ は 、 図 ８ に 示 す 下 衣 の 腰 周 部 の 周 辺 部 を 第 一 の 側 部 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。 こ の 下  
衣 は 、 第 一 の 孔 ３ に 加 え て 、 第 一 の 孔 ３ か ら 見 て 腰 周 部 の よ り 背 部 側 に 第 三 の 孔 １ ６ を 有  
し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の 下 衣 に 装 着 す る 腰 痛 保 護 帯 は 少 な く と も 一 つ の 補 助 ベ ル ト を 有 す る こ と が 好 ま  
し い 。 補 助 ベ ル ト の 一 方 の 端 部 は 腰 部 保 護 部 に 固 定 さ れ て お り 、 他 方 の 端 部 に は 腰 痛 保 護  
帯 の 着 用 者 側 に 配 さ れ る 面 の 裏 側 の 面 と 着 脱 自 在 に 係 止 可 能 な 係 止 部 を 有 し て い る 。 こ の  
よ う な 構 成 と す る こ と で 、 着 用 者 の 腰 部 へ の 着 圧 を 調 整 す る 手 段 が 増 え 、 よ り 細 や か な 着  
用 者 の 腰 部 へ の 着 圧 の 調 整 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ ０ は 、 補 助 ベ ル ト を 有 す る 腰 痛 保 護 帯 の 一 実 施 形 態 を 、 そ の 腰 痛 保 護 帯 を 下 衣 に 装  
着 し た 時 に 腰 周 部 の 内 側 面 と 向 か い 合 う 面 か ら 見 た 正 面 図 で あ る 。 こ こ で 、 腰 周 部 の 内 側  
面 と は 、 下 衣 を 着 用 し た 際 に 、 着 用 者 側 に 配 さ れ る 腰 周 部 の 面 を い う 。 腰 痛 保 護 帯 １ ８ は  
、 腰 部 保 護 部 、 こ の 腰 部 保 護 部 の 左 右 に 配 さ れ た ベ ル ト 部 （ 第 一 の ベ ル ト 部 ２ ８ お よ び 第  
二 の ベ ル ト 部 ２ ９ ） 、 腰 痛 保 護 帯 の 第 一 の ベ ル ト 部 に 配 さ れ た 第 五 の 係 止 部 １ ９ 、 腰 痛 保  
護 帯 の 第 二 の ベ ル ト 部 に 配 さ れ た 第 六 の 係 止 部 ２ ０ 、 腰 部 保 護 部 に 配 さ れ る 第 二 の 係 止 部  
２ １ お よ び ２ つ の 補 助 ベ ル ト （ 第 一 の 補 助 ベ ル ト ２ ２ お よ び 第 二 の 補 助 ベ ル ト ２ ３ ） を 有  
す る 。 ま た 、 第 一 の 補 助 ベ ル ト ２ ２ の 第 一 の 端 部 は 腰 部 保 護 部 の 中 央 部 に 固 定 さ れ て お り  
、 第 一 の 補 助 ベ ル ト ２ ２ の 第 二 の 端 部 は 、 そ の 腰 痛 保 護 帯 側 の 面 に 第 七 の 係 止 部 ２ ４ を 有  
す る 。 ま た 、 第 二 の 補 助 ベ ル ト ２ ３ の 第 一 の 端 部 は 腰 部 保 護 部 の 中 央 部 に 固 定 さ れ て お り  
、 第 二 の 補 助 ベ ル ト ２ ３ の 第 二 の 端 部 は 、 そ の 腰 痛 保 護 帯 側 の 面 に 第 八 の 係 止 部 ２ ５ を 有  
す る 。 ま た 、 図 １ １ は 、 図 １ ０ に 示 す 腰 痛 保 護 帯 を 、 そ の 腰 痛 保 護 帯 を 下 衣 に 装 着 し た 時  
に 着 用 者 側 に 配 さ れ る 面 か ら 見 た 正 面 図 で あ る 。 腰 痛 保 護 帯 １ ８ は 、 腰 部 保 護 部 、 こ の 腰  
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部 保 護 部 の 左 右 に 配 さ れ る ベ ル ト 部 （ 第 一 の ベ ル ト 部 お よ び 第 二 の ベ ル ト 部 ） 、 第 二 の ベ  
ル ト 部 に 配 さ れ た 第 九 の 係 止 部 ２ ６ 、 お よ び 、 腰 部 保 護 部 に 配 さ れ た ボ ー ン を 有 す る 。 な  
お 、 こ の 形 態 の 腰 痛 保 護 帯 で は 、 第 二 の ベ ル ト 部 の 一 方 の 面 に 第 六 の 係 止 部 が 設 け ら れ て  
お り 、 第 二 の ベ ル ト 部 の 他 方 の 面 に 第 九 の 係 止 部 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ こ で 、 第 五 の 係 止 部 １ ９ は 上 記 の 第 九 の 係 止 部 ２ ６ と 着 脱 自 在 に 係 止 さ せ る こ と が で  
き る 。 ま た 、 第 五 の 係 止 部 １ ９ は 第 七 の 係 止 部 ２ ４ と 着 脱 自 在 に 係 止 さ せ る こ と が で き る  
。 さ ら に 、 第 六 の 係 止 部 ２ ０ は 第 八 の 係 止 部 ２ ５ と 着 脱 自 在 に 係 止 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ２ は 、 図 ８ に 示 す 下 衣 に 図 １ ０ に 示 す 腰 痛 保 護 帯 を 装 着 し た も の の 腰 周 部 の 周 辺 部  
分 を 第 一 の 側 部 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。 こ の 下 衣 で は 、 第 一 の 補 助 ベ ル ト の 一 部 が 第 三 の  
孔 １ ６ を 通 っ て 下 衣 の 外 周 面 に 出 て い る 。 そ し て 、 第 一 の 補 助 ベ ル ト が 備 え る 第 七 の 係 止  
部 ２ ４ に よ り 、 下 衣 の 外 周 面 に 出 た 第 一 の 補 助 ベ ル ト の 端 部 が 腰 痛 保 護 帯 の 第 一 の ベ ル ト  
部 が 有 す る 第 五 の 係 止 部 １ ９ に 着 脱 自 在 に 係 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ０ で は 、 第 一 の 補 助 ベ ル ト の 第 一 の 端 部 お よ び 第 二 の 補 助 ベ ル ト の 第 一 の 端 部 が 腰  
部 保 護 部 の 中 央 部 に 固 定 さ れ て い る 態 様 が 図 示 さ れ て い る 。 第 一 の 補 助 ベ ル ト の 第 一 の 端  
部 お よ び 第 二 の 補 助 ベ ル ト の 第 一 の 端 部 の 固 定 位 置 は 着 用 者 の 腰 部 へ の 着 圧 を 調 整 す る こ  
と が で き れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。 着 用 者 の 腰 部 へ の 着 圧 の 調 整 幅 に 優 れ る と の 観 点 か ら 、  
第 一 の 補 助 ベ ル ト の 第 一 の 端 部 お よ び 第 二 の 補 助 ベ ル ト の 第 一 の 端 部 は 腰 部 保 護 部 に 固 定  
さ れ て い る の が 好 ま し く 、 特 に 図 １ ０ に 図 示 さ れ る よ う に 腰 部 保 護 部 の 中 央 部 に 固 定 さ れ  
て い る の が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 図 １ ０ で は 、 第 一 の 補 助 ベ ル ト お よ び 第 二 の 補 助 ベ ル ト が 腰 部 保 護 部 の 中 央 部 を  
中 心 に 左 右 に 配 置 さ れ て い る が 、 こ れ も 着 用 者 の 腰 部 へ の 着 圧 を 調 整 す る こ と が で き れ ば  
特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 腰 周 部 の 周 回 の 長 さ の ４ 分 の １ の 長 さ の 第 一 の 補 助 ベ ル ト お  
よ び 腰 周 部 の 周 回 の 長 さ の ４ 分 の ７ の 長 さ の 第 二 の 補 助 ベ ル ト の そ れ ぞ れ の 第 一 の 端 部 が  
腰 部 保 護 部 の 同 一 の 位 置 に 固 定 さ れ て お り 、 腰 部 保 護 部 の 中 央 部 を 中 心 に 第 一 の 補 助 ベ ル  
ト お よ び 第 二 の 補 助 ベ ル ト が と も に 左 側 に 配 さ れ て い る 態 様 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 、  
第 一 の 補 助 ベ ル ト の 第 二 の 端 部 は 第 五 の 係 止 部 に 係 止 さ れ 、 第 二 の 補 助 ベ ル ト の 第 二 の 端  
部 は 第 六 の 係 止 部 に 係 止 さ れ る 。 な か で も 構 成 を シ ン プ ル な も の と し 、 腰 部 へ の 着 圧 の 調  
整 の し 易 さ に 優 れ る と の 観 点 か ら は 、 第 一 の 補 助 ベ ル ト お よ び 第 二 の 補 助 ベ ル ト が 腰 部 保  
護 部 の 中 央 部 を 中 心 に 左 右 に 配 置 さ れ て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ ２ に 示 す 下 衣 は 、 第 一 の 補 助 ベ ル ト の 第 二 の 端 部 が 腰 痛 保 護 帯 の 第 一 の ベ ル ト 部 が  
有 す る 第 五 の 係 止 部 に 係 止 さ れ て い る 。 こ の よ う な 態 様 に 限 定 さ れ ず 、 補 助 ベ ル ト を 高 い  
伸 張 性 を 有 す る 素 材 と す る な ど し 、 第 一 の 補 助 ベ ル ト の 第 二 の 端 部 を よ り 腰 周 方 向 に 引 っ  
張 っ て 補 助 ベ ル ト を 伸 長 さ せ 、 第 一 の 補 助 ベ ル ト の 端 部 が 腰 痛 保 護 帯 の 第 二 の ベ ル ト 部 が  
有 す る 第 六 の 係 止 部 に 係 止 さ れ る 態 様 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ こ で 、 図 ８ に 示 す 下 衣 は 、 図 １ ０ に 示 す よ う な 補 助 ベ ル ト を 有 す る 腰 痛 保 護 帯 を 装 着  
す る の に 適 し て い る 。 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 第 一 の 補 助 ベ ル ト の 一 部 を 第 三 の 孔 を 通 し て  
腰 周 部 の 外 側 面 に 出 す こ と で 、 図 ２ に 示 す 下 衣 の 第 一 の 孔 か ら 第 一 の 補 助 ベ ル ト の 一 部 を  
腰 周 部 の 外 側 面 に 出 し た 場 合 に 比 べ 、 補 助 ベ ル ト に よ っ て 腰 部 へ の 着 圧 を 調 節 す る 際 に 、  
着 用 者 が 掴 む こ と が で き る 補 助 ベ ル ト の 部 分 が 多 く な り 、 よ り 容 易 に 着 圧 の 調 整 を お こ な  
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 図 示 し な い が 、 第 二 の 補 助 ベ ル ト に つ い て も 、 第 二 の 補 助 ベ ル ト の 一 部 を 第 四 の  
孔 を 通 し て 腰 周 部 の 外 側 面 に 出 す こ と で 、 図 ２ に 示 す 下 衣 の 第 二 の 孔 か ら 第 二 の 補 助 ベ ル  
ト の 一 部 を 腰 周 部 の 外 側 面 に 出 し た 場 合 に 比 べ 、 補 助 ベ ル ト に よ っ て 腰 部 へ の 着 圧 を 調 節  
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す る 際 に 、 着 用 者 が 掴 む こ と が で き る 補 助 ベ ル ト の 部 分 が 多 く な り 、 よ り 容 易 に 着 圧 の 調  
整 を お こ な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 腰 痛 保 護 帯 は 補 助 ベ ル ト を 備 え る こ と で 、 着 用 者 の 腰 部 へ の 着 圧 を 調 整 す る こ と  
が で き る 手 段 が １ 箇 所 か ら ３ 箇 所 に 増 え る の で 、 よ り 細 や か な 着 用 者 の 腰 部 へ の 着 圧 の 調  
整 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 下 衣 の 別 の 実 施 形 態 の 腰 周 部 付 近 部 分 を 第 一 の 側 部 か ら 見 た 側 面 図  
で あ る 。 こ の 下 衣 は 、 図 １ に 示 す 下 衣 に 比 べ 、 腰 周 部 が 備 え る 第 一 の 孔 ３ が 、 着 用 者 の 身  
長 方 向 の よ り 低 い 箇 所 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 図 １ ４ は 、 図 １ ３ に 示 す 下 衣 に 図 １ ０ に 示 す 腰 痛 保 護 帯 を 装 着 し た も の の 腰 周 部  
の 周 辺 部 分 を 第 一 の 側 部 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。 腰 周 部 が 備 え る 第 一 の 孔 ３ を 通 っ て 、 腰  
痛 保 護 帯 の ベ ル ト 部 の 一 部 お よ び 補 助 ベ ル ト の 一 部 が 腰 周 部 の 外 側 面 に 出 て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 発 明 の 下 衣 は 、 そ の 腰 周 部 の 一 部 に 全 部 ま た は 一 部 に ギ ャ ザ ー 部 を 有 し て も よ い 。 腰  
周 部 が ギ ャ ザ ー 部 を 有 す る こ と で 、 布 が 膨 ら み 立 体 的 に な る の で 着 用 者 の 体 の ラ イ ン に そ  
っ て 腰 部 へ の フ ィ ッ ト 性 を 高 め る こ と が で き る 。 こ こ で 、 ギ ャ ザ ー 部 の 幅 は 、 腰 周 方 向 の  
幅 を ２ ｃ ｍ 以 上 と す る こ と が 、 ギ ャ ザ ー 部 に よ る 立 体 感 を 得 る 上 で 好 ま し い 。 ま た 、 腰 周  
部 の 全 部 が ギ ャ ザ ー 部 を 有 し て い る 形 態 も 好 ま し く 、 ギ ャ ザ ー 部 の 腰 周 り 方 向 の 幅 に 上 限  
に つ い て は 特 に 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 下 衣 の 別 の 実 施 形 態 を 、 腰 周 部 付 近 部 分 が 正 面 と な る よ う に し て 見  
た 斜 視 図 で あ る 。 こ の 下 衣 は 、 そ の 腰 周 部 の 背 部 側 に ギ ャ ザ ー 部 ２ ７ を 有 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
１ ： 腰 周 部 付 近 部 分
２ ： 腰 周 部
３ ： 第 一 の 孔
４ ： 第 二 の 孔
５ ： 第 一 の 係 止 部
６ ： ベ ル ト ル ー プ
７ ： 腰 痛 保 護 帯
８ ： 腰 部 保 護 部
９ ： ベ ル ト 部
１ ０ ： 第 三 の 係 止 部
１ １ ： 第 二 の 係 止 部
１ ２ ： ボ ー ン
１ ３ ： 第 四 の 係 止 部
１ ４ ： 腰 部 保 護 部
１ ５ ： ベ ル ト 部
１ ６ ： 第 三 の 孔
１ ７ ： 第 四 の 孔
１ ８ ： 腰 痛 保 護 帯
１ ９ ： 第 五 の 係 止 部
２ ０ ： 第 六 の 係 止 部
２ １ ： 第 二 の 係 止 部
２ ２ ： 第 一 の 補 助 ベ ル ト
２ ３ ： 第 二 の 補 助 ベ ル ト
２ ４ ： 第 七 の 係 止 部
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２ ５ ： 第 八 の 係 止 部
２ ６ ： 第 九 の 係 止 部
２ ７ ： ギ ャ ザ ー 部
２ ８ ： 第 一 の ベ ル ト 部
２ ９ ： 第 二 の ベ ル ト 部
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】



10

JP 7158823 B2 2022.10.24(15)

フロントページの続き

ＦＩ
　Ａ４１Ｄ 1/06 ５０２Ｇ 　　　
　Ａ４１Ｄ 1/06 ５０２Ｋ 　　　

(51)国際特許分類

(56)参考文献 登録実用新案第３０６１８５８（ＪＰ，Ｕ）
特開平１０－４６４０９（ＪＰ，Ａ）
特開２００６－６３４８５（ＪＰ，Ａ）
実開平２－１０４０９（ＪＰ，Ｕ）
実開昭６３－１６７１１３（ＪＰ，Ｕ）
特開２００４－２３８７６６（ＪＰ，Ａ）
登録実用新案第３０５２９１４（ＪＰ，Ｕ）
実公昭９－４１８３（ＪＰ，Ｙ１）
特開２００１－１８１９０３（ＪＰ，Ａ）
特開２００１－３２９４０４（ＪＰ，Ａ）
特開２００５－１５４９１７（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
A41D1/06
A41D13/05


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

